
 

 

２０１８年９月１８日 

「ヤクルトＣＳＲキャンペーン」を実施 
～ ヤクルトグループ１７,８５５名が『ＭＹ「ＳＤＧｓ」行動』を宣言 ～ 

 

株式会社ヤクルト本社（社長 根岸 孝成）は、「ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals）※１」

に対応したヤクルトグループ全従事者向けの「ヤクルトＣＳＲキャンペーン」を２０１８年６月に実施

し、グループ社員による『ＭＹ「ＳＤＧｓ」行動宣言』の募集を行いました。また、本キャンペーンの

一環として、公益財団法人オイスカ※２の「子供の森」計画※３への寄付、「グリーンウェイブ             

２０１８※４」への参加をあわせて実施しました。 

 

キャンペーンでは、ＳＤＧｓの１７の目標の中から関心のある目標を１つ選び、目標達成に向けて

「人のため地球のために」自分だからできる行動を宣言し実行する『ＭＹ「ＳＤＧｓ」行動宣言』に     

１７，８５５人が応募しました。なお、当キャンペーンの取り組みを含め当社のＳＤＧｓに関する活

動については、外務省Webサイト「JAPAN SDGs Action Platform」にＳＤＧｓに取り組む企業の一つ

として掲載されています。 

 
【ＣＳＲキャンペーン結果告知ポスター】 



 

 

全応募者には、環境に配慮した素材※５で作成した「オリジナルクリアファイル」を贈りました。ファ

イルには、当グループの活動の段階・プロセスごとに、主なＳＤＧｓの目標に対応させた、ＳＤＧｓ啓

発ポスターのデザインを使用し、従事者へのさらなる意識向上を促しています。 

 さらに、キャンペーンの一環として、公益財団法人オイスカの「子供の森」計画へ１０万円を寄付し

ました。寄付金は、インドネシア、フィリピン、中国（内モンゴル自治区）の活動に活用されます。 

また、「グリーンウェイブ２０１８」にも参加し、国内のヤクルトグループの工場（１３工場）と東

京都国立市で植樹を実施しました。 

 

当社では、今後もグループ全従事者にＣＳＲ教育を行い、ＣＳＲ意識の啓発を図っていきます。 

なお、今年度のキャンペーンの概要は下記のとおりです。 

 

記 

 

１．名    称：「ヤクルトＣＳＲキャンペーン」（１９９４年より実施し、今年で２４回目） 

２．期    間：２０１８年６月１日～６月３０日 

３．対    象：ヤクルトグループ全従事者 

４．実 施 内 容： 

（１）『ＭＹ「ＳＤＧｓ」行動宣言』の募集 

   １７，８５５名が応募 

（２）オイスカ「子供の森」計画への寄付 

①寄付金額：１０万円 

②支援先：インドネシア、フィリピン、中国（内モンゴル自治区）          

（３）グループとしての「グリーンウェイブ２０１８」への参加 

①国内のグループ内工場（１３工場）で「植樹」を実施 

②東京都国立市との「植樹」に関する協働活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オイスカ「子供の森」計画  

活動風景 

「グリーンウェイブ2018」植樹 



 

 

※１：２０１５年９月に国連総会（１９３加盟国）にて、「持続可能な開発のための２０３０アジェ 

ンダ」が採択され、「誰一人取り残さない」社会の実現に向けて、２０３０年までに国際社会 

が協力しながら達成すべき地球規模の１７の課題・目標をＳＤＧｓ（Sustainable Development  

Goals）として設定されました。課題・目標は、保健、教育、都市、気候変動、格差などの問題 

解決を目指しています。 

 ※２：アジア・太平洋を中心とした地域で、農村開発、人材育成、環境保全を推進している国際    

ＮＧＯです。 

※３：子供たち自身が、学校の敷地や隣接地に苗木を植え、育てていく活動を通じて「自然を愛する

心」、「緑を大切にする気持ち」を養いながら、地球の緑化を進めていこうというプログラム

です。１９９１年に始まったこの活動は、３６の国と地域の４，８９１の学校に広がっていま

す（２０１７年３月末時点）。 

※４：国連が定める国際生物多様性の日（５月２２日）の現地時間午前１０時に各国の企業、学校、

市民が植樹等を行う地球規模のキャンペーンのことです。国連が呼び掛けをして、日本では  

環境省、農林水産省、国土交通省も参加を推奨しています。 

※５：石油や水の使用量を抑え、石灰石を主成分として作製する環境に配慮した新素材「ＬＩＭＥＸ」

です。 

 

以 上 

 

 


